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大
石
田
町
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
年
二
回
行
っ

て
い
ま
す
。
第
一
回
目
は
、
七
月

二
十
五
日
に
委
員
全
員
で
こ
れ
ま

で
許
可
さ
れ
た
転
用
案
件
に
つ
い

て
、
最
後
ま
で
履
行
さ
れ
て
い
る

か
を
調
査
し
ま
し
た
。
中
に
は
地

目
変
更
が
な
さ
れ
て
い
な
い
案
件

や
現
地
の
転
用
が
未
実
施
（
工
期

等
の
延
長
申
請
あ
り
）
の
案
件
も

あ
り
、
今
後
、
指
導
や
経
過
観
察

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
、
九
月
五
日
か
ら

九
日
ま
で
の
五
日
間
で
、
主
に
遊

休
農
地
を
、
各
地
区
担
当
委
員
と

事
務
局
と
で
地
区
毎
に
調
査
し
ま

し
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
前
年
度
に
利

用
意
向
調
査
を
し
た
農
地
に
お
い

て
、
回
答
内
容
と
現
地
が
違
う
場

合
に
は
課
税
強
化
の
対
象
と
な
る

た
め
、
き
め
細
か
い
パ
ト
ロ
ー
ル

と
な
り
、
一
日
が
か
り
と
な
っ
た

地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

農
業
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
に

伴
い
、
年
々
遊
休
農
地
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
平
成
二

十
八
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
新
た
に

設
け
ら
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
共
に
我
々
農
業
委
員
が

優
良
農
地
を
守
っ
て
い
く
制
度
が

生
ま
れ
、
当
町
に
お
い
て
は
改
選

期
と
な
る
平
成
二
十
九
年
七
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

豊
か
な
大
石
田
町
の
農
業
と
な
る

よ
う
に
、
町
や
Ｊ
Ａ
及
び
関
係
機

関
と
共
に
連
携
・
協
力
し
て
担
い

手
を
育
て
、
優
良
農
地
の
確
保
と

効
率
利
用
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

七
月
十
二
日
、
友
好
交
流
協
定

を
結
ん
で
い
る
宮
城
県
涌
谷
町
の

農
業
委
員
と
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
近
年
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
刻
一
刻
変
化
し
て
お

り
、
後
継
者
不
足
や
遊
休
農
地
の

問
題
等
、
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

涌
谷
町
は
、
当
町
と
同
じ
く
稲

部
が
少
な
い
せ
い
か
比
較
的
少
な

く
、
農
業
委
員
会
改
革
に
お
け
る

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
設

置
し
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
農
業
機
械
に
対
す
る
補

助
金
制
度
も
手
厚
く
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
規
就
農
者
は
少
な
く
、

当
町
と
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
会
を
契
機
に

今
後
も
交
流
を
深
め
、
両
町
の
農

業
委
員
会
活
動
や
農
業
振
興
に
生

か
し
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

十
月
二
十
八
日
に
県
農
業
委
員

大
会
が
新
庄
市
民
文
化
会
館
で
開

か
れ
、
農
業
、
農
村
の
活
性
化
に

向
け
た
政
策
提
案
、
農
地
利
用
最

適
化
の
推
進
等
に
関
す
る
決
議
三

議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

本
年
四
月
に
改
正
農
業
委
員
会

法
の
施
行
後
、
初
め
て
と
な
る
大

会
で
、
県
知
事
を
始
め
、
県
選
出

国
会
議
員
の
秘
書
官
、
関
係
機
関

代
表
者
の
出
席
の
も
と
、
七
百
名

を
超
え
る
委
員
が
参
加
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
農
政
の
変
化
に
不
安

を
感
じ
な
が
ら
も
法
改
正
の
理
解

に
努
め
よ
う
と
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
改
正
は
耕
作
放
棄
地

の
増
加
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

等
厳
し
い
農
業
現
場
の
課
題
解
決

に
向
け
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を

果
た
せ
る
よ
う
に
我
々
農
業
委
員

会
は
大
き
な
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
、

農
業
農
村
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

し
て
参
り
ま
す
。

政
策
面
で
は
、
農
地
利
用
の
最

適
化
の
た
め
、
農
地
の
集
積
や
里

山
保
全
へ
の
支
援
の
充
実
、
農
地

の
相
続
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
に
す
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
や
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進

に
取
り
組
む
こ
と
等
を
確
認
し
閉

会
し
ま
し
た
。
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優
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農
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確
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向
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優
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優
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農
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向
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西部すいか選果場を合同視察

町特産のすいかを試食中 ♪

作
を
中
心
と
し
て
、
野
菜
（
小
ね

ぎ
・
ほ
う
れ
ん
草
）
等
を
組
み
合

わ
せ
た
「
水
田
を
中
心
と
し
た
副

業
経
営
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
生
産
法
人
が
組
織
さ

れ
、
パ
ー
ト
職
員
等
を
活
用
し
て

雇
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
山
間

勤
続
15
年
表
彰
受
賞

(山
形
県
農
業
委
員
大
会
に
お
い
て
)

九
月
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
と

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
農

家
は
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
農
業

へ
の
影
響
、
平
成
三
十
年
以
降
の

生
産
調
整
の
あ
り
方
等
、
農
業
に

対
す
る
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
米
の
需
要
が
毎
年
落

ち
込
み
、
転
作
が
年
々
強
化
さ
れ

て
き
た
中
で
我
が
町
で
は
、
平
成

十
一
年
か
ら
「
特
栽
米
」
に
取
り

組
み
続
け
、
品
質
の
向
上
に
努
め

て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
し
た
栽
培

努
力
を
す
る
こ
と
で「
大
石
田
米
」

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
し
な

が
ら
、
米
自
体
の
需
要
を
増
や
す

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
に
は
、
更
な
る
指
導

力
の
強
化
や
集
荷
体
制
の
強
化
、

特
栽
米
の
有
利
販
売
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
・
農
家
・
Ｊ
Ａ
・
我
々
農
業

委
員
が
一
体
と
な
り
、
町
の
農
業

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の

町
の
農
業
の
振
興
、
発
展
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

米の町・大石田


